
回収予定表では、請求先ごとの回収予定を画面で確認したり、プリンタやエクセルに出力したりできます。

 ※指示画面の操作方法などは「帳票出力・基本操作」を参照してください。

１）　指示画面内容　補足
指示画面の項目で、画面の表記内容だけではわかりにくい項目を以下に説明します。
①　回収予定日

集計する回収予定日の範囲を指定します。
システム日付の当月の１日～末日が自動表示されます。

２）　詳細設定画面内容　補足
②　請求締日

請求締日で絞り込んで集計します。

③　請求先の担当者、請求先の事業所
請求先の営業担当者、事業所で絞り込みます。
売上伝票の担当者や売上伝票の担当者が所属する事業所ではありません。

④　得意先分類、得意先区分
請求先の営業担当者、事業所で絞り込みます。

⑤　　除外項目　全て0除外
　　回収予定額が0の項目を全て除外します。

●回収予定データについて

回収予定データは請求締切処理を行った時に作成されます。従って請求締切処理を行っていない場合は
回収予定表に出力されません。

回収予定データは請求先の回収方法（得意先マスタに設定）にしたがって、請求先別に作成されます。

締日別の回収予定データは得意先登録（個別表示）または入金入力で「回収予定確認」ボタンを
クリックすることにより確認できます。

月締の得意先の場合、回収予定データは締切処理を行うたびに再作成されます。
都度請求の得意先の場合は、売上伝票作成時に作成されます。

マスタの締日を変更した場合、以前の締切処理で作成した回収予定データが削除できません。
このようなときに回収予定データが残ってしまった場合は、得意先登録の個別表示画面から
「回収予定確認」画面を表示し、「選択行を削除」ボタンをクリックして削除して下さい。
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３）　表示項目説明

①タブ別表示・・帳票種別でXXX別を選択するとXXXごとにタブ別表示します。会社計は最終タブに表示
します。

②回収予定日・・・帳票種別で「回収予定日・得意先コード順」を選択すると先頭列に回収予定日が表示
されます。
回収予定日は
年月部分＝請求締切日の年月＋回収・支払方法マスタの回収加算月
日付部分＝回収・支払方法マスタの回収日

で計算されます。
③請求先コード・請求先略名・・・帳票種別で「請求先コード・回収予定日順」を選択すると先頭列に

得意先が表示されます。

④回収予定額・・・回収方法の種別ごと金額をすべて合計した金額です。
⑤回収方法（振込、現金、手形、小切手、相殺、その他）・・・回収種別ごとに金額を表示します。
⑥請求締日・・・回収予定に対応する請求締日です。

注意）
回収予定額は月締の場合は請求締切処理にてデータが確定します。
回収条件は、この締切処理時点で得意先マスタに設定されている回収条件が採用されます。
運用途中で回収条件を変更する場合は、変更前の条件での請求期間が請求済みであることを
確認の上、変更してください。

また、都度請求の場合は売上伝票登録時点でのマスタ内容が採用されます。
運用途中で回収条件を変更する場合は、変更前の条件での売上が登録済みであることを
確認の上、変更してください。
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